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H31.4.1（一社）岩手県産業廃棄物協会から名称を変更しました
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標準バケットシリンダ 倒立バケットシリンダ

コベルコの新たな信頼性向上技術、誕生！

バケットシリンダが
作業対象物に接触しやすい作業におすすめ

産業廃棄物処理をはじめとする各種ハンドリング作業、河川改修や浚渫、地盤

改良工事など、 アームを作業対象物に深く差し込む作業では、 バケットシリ

ンダの損傷による作動油トラブルをいかに防ぐかが、大きな現場課題です。 

コベルコはその解決のため新たな技術を採用。それが逆転の発想から生み出

された倒立バケットシリンダです。

● シリンダロッドの損傷に起因する油漏れの発生リスクを軽減。

● シリンダ配管の破損トラブルがないロッド内配管構造。

● 蛇腹カバーを必要とせず、ロッドシール交換などの頻度も低減可能。

● バケットシリンダ自体の交換サイクルを延長。

倒立バケットシリンダ
180゜

019-637-0444／　　   019-637-1868盛岡営業所
〒020-0891  岩手県紫波郡矢巾町流通センター南2丁目6番24号

TEL. FAX.
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　産業廃棄物の適正処理と３Ｒの推進について、日々御尽力いただいていることに心
から感謝を申し上げます。また、東北新幹線が長期運休した３月福島県沖地震など不
測の事態が発生する中、災害廃棄物処理への支援等を通じて県民生活を支える御貢献
に深く敬意を表する次第です。
　本会が2019年に名称変更して３年余になります。「廃棄物」から「資源循環」への変更
は、業界の役割が「モノ」から「サービス」に拡大発展していることを象徴し、時代の要
請を共有するものでした。1985年の設立（岩手県産業廃棄物処理業協会）、1990年の法
人化（社団法人岩手県産業廃棄物協会）に続く、大きな節目であったと認識しています。
　国の第５次環境基本計画（2018 〜 2023年）では、「ライフサイクル全体での資源循環」
を掲げて、製品やサービスの全工程における環境配慮を推進しています。アウトソー
シングなど、新たな業態に対応する拡大生産者責任、更には拡大利用者責任の視点で
す。顧みると、2005年規制改革通知などにその兆しがあり、燃原料として再利用する
際の総合判断等が現在に至っています。
　廃棄物はあらゆる産業活動や日常生活から発生し、中でもプラスチックの用途は多
岐に渡っています。温室効果ガスに共通する対策の難しさがあります。４月施行のプ
ラスチック資源循環法では、産業廃棄物と一般廃棄物の垣根を超えた回収・再利用が
規定されました。「皆で排出、皆で再利用」という大局的な排出者責任の遂行に向けて、
国が法制化に踏み出した意義は大きいと考えています。
　リサイクル指標の「循環利用率」には、廃棄物から資源を回収する「出口」と、製品や
サービスに再生資材を利用する「入口」の２種類があります。本県は、「出口」で再生資
源利用製品を認定し、「入口」で県営建設工事の特記仕様書や工事成績評定の加点によ
り利用を促進するなど、全国に先駆けた施策が各界から高く評価されています。
　現場では、分別の徹底と中間処理の高度化により再生資材の商品価値が高まって、
廃棄物と有価物の境界も揺れ動いています。まさに隔世の感ですが、リサイクル技術
は更なる飛躍が見込まれます。本会は、このような産業構造の変化やＳＤＧｓ、コン
プライアンス等を道標として環境産業のあるべき姿を目指しています。今後とも御支
援を賜りますようお願い申し上げます。

持続可能な社会の構築に向けて
一般社団法人岩手県産業資源循環協会　会長　濱　田　　博
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　一般社団法人岩手県産業資源循環協会におかれましては、岩手県産業廃棄物処理業者育成センター
の運営を始め、産業廃棄物の処理業者や排出事業者を対象とした各種研修会の開催などを通じ、優良
な産業廃棄物処理業者の育成や産業廃棄物の適正処理推進に向けた普及啓発を積極的に展開されるな
ど、日頃から本県の廃棄物行政の推進に多大なる御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　また、会員各位におかれましても、これらの取組を通じて最新の知識の習得や技術の研鑽を日々重
ねられ、廃棄物処理業の信頼の向上に努められるとともに、昨今の新型コロナウイルスの感染が拡大
している中にあっても、県民生活・県内経済の安定確保に不可欠な業務である廃棄物処理について、
感染防止対策を徹底しながら事業を継続されていることに対しまして、深く敬意を表します。
　県では、令和３年３月に「第三次岩手県循環型社会形成推進計画」を策定しました。「地域循環共生圏
を３Ｒで支える持続可能ないわて」を基本目標に掲げ、「災害に強く持続可能な廃棄物処理体制の確保」
や「ライフサイクル全体での徹底的な資源循環の推進」などを施策の柱として、令和４年度も様々な課
題に取り組んでおります。
　「災害に強く持続可能な廃棄物処理体制の確保」に当たっては、近年頻発している自然災害時にあっ
ても、循環利用を考慮して円滑な廃棄物処理を推進できるよう、県では平時から市町村、県、地域ブロッ
ク等における連携を図るとともに、「いわてクリーンセンター」の後継となる、公共関与型最終処分場
の整備を進めています。
　このような中、貴協会では、県内各市町村との災害廃棄物処理協定の締結や災害廃棄物処理に備え
た訓練の実施など、災害発生時の迅速な対応に向けた体制整備に御尽力されており、大変心強く感じ
ております。
　近年、「ライフサイクル全体での徹底的な資源循環の推進」を取り巻く動向として、「食品ロス」や「プ
ラスチックごみ」が全国的に大きな話題となっています。
　「食品ロス」については、国民運動として食品ロスの削減を推進するため、令和元年10月に「食品ロス
の削減の推進に関する法律」が施行され、県では、令和３年12月に「岩手県食品ロス削減推進計画」を策
定しました。
　また、「プラスチックごみ」については、プラスチックの資源循環の取組を促進するための措置を盛
り込んだ「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」が、令和４年４月から施行されたとこ
ろです。
　県では、引き続き県民に対する普及啓発に取り組むとともに、消費者や事業者、市町村等の多様な
主体と相互に連携・協力することで、持続可能な生産や消費、資源循環が行われる社会の実現を目指
してまいります。
　今後も、廃棄物行政を取り巻く様々な課題の解決や循環型地域社会の形成に向けた各種の施策の推
進について、貴協会と一丸となって取り組んでまいりたいと考えておりますので、引き続き貴協会及
び会員の皆様の御協力・御支援をよろしくお願いいたします。
　結びに、貴協会のますますの御発展と会員の皆様の御健勝御多幸を心から祈念いたします。

令和４年度の循環型地域社会の
形成に向けた取組

岩手県知事　達　増　拓　也
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　「一般社団法人岩手県産業資源循環協会」におかれましては、日頃より、県内における産業廃棄物処
理の中心的な役割を担われており、優良産業廃棄物処理業者の育成や、マニフェストの普及、情報提供、
各種研修等を通じ、専門的な知識や高度な技術の普及等に努められ、産業廃棄物の適正処理の推進に
御尽力いただいていることに、深く感謝を申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症の猛威は、私たちの健康を脅かすとともに、経済活動や教育、文化、スポー
ツなど様々な分野に甚大な影響をもたらしています。市では、市民の生命と健康、生活を守ることを
何よりも最優先に考え、感染拡大防止対策、治療体制の整備及び各種の生活支援や産業支援などの対
策を継続して講じているところです。併せて、本年８月には感染防止対策を取りながら３年ぶりに盛
岡さんさ踊りを開催するなど、街のにぎわいを取り戻し、コロナ禍による閉塞感からの脱却に向けて
前進すべく取り組みを進めているところであります。
　さて、近年の海洋プラスチックごみ問題、気候変動問題、諸外国の廃棄物輸入規制強化等への対応
を契機に、プラスチック使用製品の設計からその廃棄物の処理まで、ライフサイクルに関わるあらゆ
る主体におけるプラスチックの資源循環の取組を促進するための措置を盛り込んだ「プラスチックに係
る資源循環の促進等に関する法律」が昨年成立し、本年４月に施行されました。廃棄物処理業の関係者
の皆様には、プラスチックの資源循環において、今後ますます重要な役割を担われると存じますこと
から、これまで以上にお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　また、自然災害に目を向けると、昨年７月の静岡県熱海市の土砂災害による甚大な被害が記憶に新
しいところですが、今年８月にも山形県や新潟県、更には北陸などで大雨による大規模な水害が発生
するなど、毎年のように異常気象が発生しているところです。岩手県内におきましても、平成23年の
東日本大震災や、28年の台風第10号災害、令和元年の台風第19号災害などによって、各地が甚大な被
害を受けており、いつどこで災害が起こるか予測が困難な状況にあります。そのような中、平成26年
３月に貴協会との間で「災害時における廃棄物の処理に関する協定」を締結させていただいております
ことを、大変力強く感じるとともに、心より感謝を申し上げる次第です。災害時に発生する大量の廃
棄物を迅速に処理することは、災害からの復旧・復興を推し進める上で極めて重要でありますことから、
引き続き、適時・的確に対処するための体制づくりを進めてまいりたいと存じておりますので、御協
力を賜りますようお願い申し上げます。
　岩手が誇る優れた環境を守り次の世代に引き継いでいき、廃棄物処理を通じて地域の安全・安心に
寄与することができるよう、引き続き、貴協会と緊密に連携してまいりたいと存じますので、さらな
る御支援・御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、貴協会のますますの御発展と会員の皆様方の御活躍を祈念申し上げ、挨拶といたします。

廃棄物の適正処理推進に向けて
盛岡市長　谷　藤　裕　明
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年　度 月 主たる活動内容 講師等

平成21年度 4月
● 先進地視察
　「山形県酒田市内の汚染土壌処理施設の見学」

平成22年度

4月
● 先進地視察
　「仙台環境開発株式会社」
　「関東自動車株式会社　岩手工場」

・宮城県仙台市
・岩手県金ヶ崎町

6月 ●「県北支部」を発足 二戸地区と久慈地区が対象地域

8月
● セミナー
　「極限のリーダーシップ」

講師：株式会社青森セミナー 山下氏
　　　（八甲田山雪中行軍の明暗

を分けたリーダー像から）
会場：二戸パークホテル

9月
● セミナー
　「産業廃棄物格付け制度の概要について」

講師：本部　小原次長
会場：二戸パークホテル

9月
● セミナー
　「改善ニューウェーブ、企業に元気を」

講師：SGSジャパン
　　　シニアコンサルタント　坂田氏
会場：二戸パークホテル

3月 ● 東日本大震災（3/11）

平成23年度

11月

● 野田村にて炊き出し
　（11/23、被災者支援）

岩手県野田村

3月

● 野田村にて炊き出し
   （3/11、被災者支援）

岩手県野田村

平成24年度 ４月

● 被災地視察

宮城県南三陸町

岩手県産業資源循環協会　県北支部　事業活動報告

特集 県北支部特集1

6 循環いわて 



年　度 月 主たる活動内容 講師等

平成25年度

4月
● 先進地視察
　「株式会社ユナイテッド計画」

秋田県秋田市

8月
● セミナー
　「5S　いつやるの？　今でしょ」

会場：二戸パークホテル

10月

● 先進地視察
　「株式会社ノザワ」
　「太平洋金属」
　「奥羽クリーンテクノロジー」

青森県八戸市

平成26年度

7月
● 先進地視察
　「王子製紙　苫小牧工場」

北海道苫小牧市

9月
● セミナー
　「第１回　後継者育成セミナー」

講師：近田会計事務所　近田氏
会場：二戸パークホテル

10月
● 先進地視察
　「仙台環境開発株式会社」

宮城県仙台市

12月

● セミナー
　「第2回 後継者育成セミナー」

講師：近田会計事務所　近田氏
会場：二戸パークホテル

平成27年度

4月

● 先進地視察
　「クリーンセンター花泉有限会社」
　「ニッコーファインメック株式会社」

岩手県一関市

11月

● 先進地視察
　「株式会社北日本環境保全　鬼柳工場」
　「株式会社理水興業　汚泥リサイクルセンター」
　「有限会社藤工」
　「株式会社佐藤興産　ECOセンター」
　「株式会社環境整備」

岩手県北上市
岩手県花巻市
岩手県盛岡市

3月
● 交流会
　「沿岸支部との交流会」

岩手県宮古市

2022. 9. No.4 7



年　度 月 主たる活動内容 講師等

平成28年度

5月
● 研修会
　「環境展」

東京ビッグサイト

10月
● 災害対応（8日間）
　久慈市で分別作業、運搬作業

岩手県久慈市
作 業 員 等：延べ51人
車両・重機：延べ39台

平成29年度

10月
● 先進地視察
　「新日鐵住金株式会社　釜石製鐵所」

岩手県釜石市

11月

● セミナー
　「成果に繋がる人材育成」

講師：aiびじねす　中村氏
会場：二戸パークホテル

２月
　久慈地区、二戸地区
　災害時の廃棄物の処理に関する協定締結

平成30年度

7月
● 先進地視察
　「株式会社シタラ興産」

埼玉県深谷市

12月
● セミナー
　「ハラスメント対策・サービス残業等について」

講師：島守経営労務事務所　
　　　　　　　　　　島守氏
会場：八戸プラザホテル

12月
● 交流会
　「青森県三八支部との交流会」

青森県八戸市
会場：八戸プラザホテル

令和元年

6月 ● いわて県北地域労働安全衛生推進協議会へ加入 通常総会決議

7月
● 先進地視察
　「株式会社スパット北上　まるっとごとうの」

岩手県北上市
ガラス再生工場スーパーソル

8月
● 交流会
　「青森県三八支部の見学　及び　交流会」

見学：いわて県北クリーン株式会社

11月
● 震災遺構視察
　「福島第一原発周辺　及び　周辺市町村」

福島県各市町村

11月
〜

3月

● 災害対応（11月〜3月）
　普代村での分別作業、運搬作業

岩手県普代村
作 業 員 等：延べ213人
車両・重機：延べ168台

令和2年度

6月 ● 通常総会（書面決議）

8月
11月

● 災害対策会議
　「災害廃棄物処理要領の運用について」

第1回
第2回

令和3年度 5月 ● 通常総会（書面決議）

特集 県北支部特集1
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二戸市

一戸町

軽米町

九戸村

久慈市

洋野町

野田村

普代村

災害時における廃棄物の処理等に関する協定締結日		
平成30年2月5日に二戸市、一戸町、軽米町、九戸村、久慈市、洋野町、野田村、普代村
と締結いたしました。	
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「循環いわて」県北支部特集掲載にあたり一言ご挨拶いたします。
岩手県産業資源循環協会　県北支部　支部長　藤原　秀美

　新型コロナウイルス感染症が、令和３年秋ごろにかけて急激に落ち着きが見られ、
未知の感染症との長い戦いに終止符が打たれるかと思った矢先に、感染の第７派によっ
て今までにない爆発的な感染力の強さに人間の無力さを痛感しております。会員各社
におかれましては、様々な感染防止によって新型コロナウイルス感染症の封じ込めを行っ
ていると思いますが、改めて一人ひとりの感染防止に対する意識の持ち方が非常に重
要であると考えております。
　さて、日頃より県北支部の活動に対して、様々なご支援やご協力をいただき、感謝
申し上げます。令和４年度の通常総会より支部長を拝命いたしております藤原でござ
います。前支部長の木村と同様に今後もご支援ご協力をよろしくお願いいたします。
　県北支部は、平成22年に二戸支部（４市町村）と久慈支部（４市町村）が合併して、
現在の県北支部が発足して以来12年目を迎えております。非常に多くの市町村とエリ
アが対象となった支部であり、相互間のコミュニケーションが常に重要になっています。
　これまでの県北支部の主な活動としては、コロナが始まるまでは毎年のように先進地視察と題して、廃棄物に
関わる様々な施設を見学して、多くの情報を得ながら交流を深める活動を継続しておりました。廃棄物の排出場所、
中間処理施設、最終処分場、燃料搬出先など、色々な目線から現場の実態を把握することで、支部会員の各社に
おける今後の対応方法の検討、作業の効率化、コスト削減など、有効的な施策の立案にも寄与しています。
　また、県北支部は青森県に近いこともあり、数年前から青森県の三八支部との交流を継続した結果、多くの新
規事業の開拓や契約締結を達成しています。しかし、様々な話をしてみると、岩手県側が抱えている問題や不都
合な点などが類似していることが分かり、多くの共感が得られました。特に廃棄物の越県に係る内容は、行政に
対して多くの要望や改善を求める声が多く抽出されたことから、今後は本部を経由するなどにより、行政に対し
て廃棄物処理の分野が円滑に事業展開できるような働きかけが必要と考えております。
　災害関係では、平成28年８月末の台風10号による久慈市内の災害について、県北支部会員の取りまとめを行い
ながら、初めて一般廃棄物と産業廃棄物の垣根を越えて自治体に支援いたしました。その際には多くの課題も浮
き彫りになり、その内容を反映させた内容で、平成30年２月に県北支部エリアの８市町村が合同で、「災害時にお
ける廃棄物の処理等に関する協定書」を締結いたしました。その翌年度の令和元年10月の台風19号で普代村が大
きく被災した際に、初めて本協定を発動させて災害復旧に多くの支部会員が参加しました。事前の取り決めなど
により、災害発生からの初動体動は迅速に行えたものの、やはり細かい問題点も多く発生しました。今後はその
内容を全支部が情報を共有して、いつどこの市町村で災害が発生しても、迅速かつ安全に災害対応が行えるよう、
県北支部も協力していく所存です。
　最後の改めて新型コロナウイルス感染症の一日でも早い終息により、日本経済そして岩手県内の活性化が実現
さえるよう祈念しております。また、岩手県産業資源循環協会の全ての会員各社の益々のご発展とご繁栄を祈念
して県北支部からのご挨拶とさせていただきます。

特集 県北支部特集1
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特集 【産業廃棄物処理業者対象】令和4年度政府支援策一覧2
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特集 【産業廃棄物処理業者対象】令和4年度政府支援策一覧2
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特集 【産業廃棄物処理業者対象】令和4年度政府支援策一覧2
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 理水興業  
〒025-0065 岩手県花巻市星が丘二丁目 16 番 12 号 

TEL 0198－23－5395  FAX 0198－24－7139 
URL https://www.risui-kogyo.co.jp 

 

産業廃棄物収集運搬 

汚泥リサイクルセンター（産業廃棄物中間処理施設） 

 〒024-0211 岩手県北上市口内町松越 134 番地 1 

～  心 地 よ い 生 活 環 境 創 り  ～  

株式 
会社 
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特集 【産業廃棄物処理業者対象】令和4年度政府支援策一覧　（デジタル関連）2
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【産業廃棄物処理業者対象】令和4年度政府支援策一覧　（デジタル関連）
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産業廃棄物処理業者が活用できる政府支援策一覧 | 環境再生・資源循環 | 環境省 (env.go.jp)

特集 【産業廃棄物処理業者対象】令和4年度政府支援策一覧　（デジタル関連）2
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産業廃棄物処理業者が活用できる政府支援策一覧 | 環境再生・資源循環 | 環境省 (env.go.jp)

【産業廃棄物処理業者対象】令和4年度政府支援策一覧　（デジタル関連）
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　岩手県が条例や規則に基づき公示する格付け基準に適合した産業廃棄物処理業者を育成センターが
認定し県民に公表する制度です。

　処理業者は、認定（格付け）されることにより社会的信頼性の向上が期待されます。また、排出事業者が
優良な処理業者を選ぶための有効な情報となります。

　産業廃棄物処理業者が不慮の事故等に備えて、あらかじめ一定の保証金を預託する制度です。
　預託した業者が、事故等により緊急に産業廃棄物の撤去等が必要な場合には、育成センターから保証
金の返還を受けて措置を講ずることができます。

　処理業者は、保証金を預託することで、委託された産業廃棄物の処理がより確実に行われることを排
出事業者にアピールすることができます。

格付け・保証金制度

格付け制度とは…

保証金制度とは…

　育成センターでは認定（格付け）者、保証金預託者について、ホームページで排出事業者等に紹介します。
　また、県ホームページの岩手県許可・産業廃棄物処理業者名簿に掲載する等、県民、関係機関・団体等に
広くPRしております。

格付け、保証金制度は、岩手県知事が（一社）岩手県産業資源循環協会を
「岩手県産業廃棄物処理業者育成センター」として指定し運営されております。

　岩手県産業廃棄物処理業者育成センターでは、岩手県の「循環型地域社会の形成に関する
条例」に基づき、優良な処理業者を育成するために処理業者の格付け認定を行っております。
　排出事業者の方々が産業廃棄物の処理を委託するときは、格付け認定業者にご依頼下さい。

【TEL】019－625－2203　【FAX】019－624－1920
〒020－0023　岩手県盛岡市内丸16－15（内丸ビル5Ｆ）
【URL】https://www.iwuc.jp　【E.mail】info@iwuc.jp

格付け制度の内容、格付け業者の詳細については、岩手県産業廃棄物処理業者育成センターホームページ

　
をご覧下さい。

https://www.iwuc.jp

岩手県産業廃棄物処理業者育成センター

産業廃棄物の処理委託は格付け認定業者に!

22 循環いわて 



育成センターマスコット

「ニンティちゃん」

令
和

年
度4 優良産廃格付け業者

岩手県・盛岡市許可業者約2,000社のうち、格付け認定された事業者は合計99社となりました。

岩手県産業廃棄物処理業者育成センター　一般社団法人 岩手県産業資源循環協会

この制度は、岩手県が優良な産業廃棄物処理業者を育成するために設立された制度です。

産業廃棄物の処理委託は格付け認定業者に！

格付け認定の区分 収運……収集運搬 ／ 収運（積）…収集運搬・積替保管 ／ 中間…中間処理 ／ 最終…最終処分 ／ 保証金…保証金預託業者

★★★…80点以上［保証金を預託していること、環境省による産廃処理業者優良性評価制度に対応する項目を満たしていること］　★★…60点以上　★…40点以上格付けランクの区分

格付け、保証金制度は岩手県知事が（一社）岩手県産業資源循環協会を「岩手県産業廃棄物処理業者育成センター」として指定し運営されております。

「岩手県産業廃棄物協会」から法人名がかわりました

処理業者育成センター 検　索盛岡市内丸16ー15（内丸ビル5F）　TEL.019ー625ー2203　FAX.019ー624ー1920　https://www.iwuc.jp

㈱ 大 船 渡 資 源
●区分:収運（積）・★／中間・★／保証金

㈱ 岩 瀬 張 建 設
●区分:収運・★／中間・★

㈱ 功 和 産 業
●区分:収運・★

(大船渡市)

(久慈市)

(青森県)

㈲セレクトクリーン
●区分:収運・★／保証金

㈲ 陸 中 商 会
●区分:収運（積）・★／中間・★／最終・★／保証金

タ ダ テ ッ ク ス ㈲
●区分:中間・★／保証金

㈲ 芦 名 商 会
●区分:収運（積）・★／中間・★

白 金 運 輸 ㈱
●区分:収運・★／保証金

㈲ 県 北 衛 生 社
●区分:収運・★

釜 石 清 掃 企 業 ㈱
●区分:収運・★／保証金

新 生 ビ ル 管 理 ㈱
●区分:収運・★／保証金

(一関市)

(久慈市)

(八幡平市)

(矢巾町)

(奥州市)

(二戸市)

(釜石市)

(一関市)

松 村 建 設 ㈱
●区分:収運・★★／中間・★★／保証金

㈲ ニ ー ズ 開 発
●区分:収運・★★／保証金

永 薬 品 商 事 ㈱
●区分:収運・★★

㈱ 東 北 ビ ル ド
●区分:収運・★★

㈲ タ カ シ ョ ウ
●区分:収運（積）・★★／保証金

㈱北岩手衛生センター
●区分:収運・★★／保証金

鈴 木 工 業 ㈱
●区分:収運・★★

㈲ 藤 忠 商 事
●区分:収運（積）・★★／中間・★★／保証金

伊 藤 運 輸 ㈲
●区分:収運・★★／保証金

㈱ 東 北 油 化
●区分:収運・★★／中間・★★／保証金

ＥＣ南部コーポレーション㈱
●区分:収運（積）・★★／中間・★★／最終・★★／保証金

㈲ 長 谷 川 重 機
●区分:最終・★★／保証金

花 巻 市 清 掃 ㈱
●区分:収運（積）・★★／保証金

丹 内 建 設 ㈱
●区分:収運・★★／中間・★★／保証金

㈲ 志 和 商 店
●区分:収運（積）・★★／中間・★★／保証金

(一財)クリーンいわて事業団
●区分:最終・★★／保証金

南 部 運 輸 ㈱
●区分:収運・★★

高 橋 重 機 ㈱
●区分:収運・★★／中間・★★／保証金

㈱ 環 境保全サービス
●区分:収運・★★／中間・★★／保証金

㈱ 有 田 屋
●区分:収運（積）・★★／中間・★★／保証金

㈲ 松 原 工 業
●区分:収運・★★／中間・★★／保証金

㈲ 福 田 運 送
●区分:収運・★★／保証金

㈱ フ ク タ
●区分:中間・★★／保証金

㈱ 丸 重
●区分:収運・★★／中間・★★／保証金

㈱ ア ト ラ ス
●区分:収運（積）・★★／中間・★★／保証金

協 友 建 設 ㈱
●区分:収運・★★

北 日 本 油 設 ㈱
●区分:収運（積）・★★／保証金

陸 中 ス キ ッ ト ㈱
●区分:収運・★★／保証金

大 安 環 境 ㈲
●区分:収運・★★／保証金

㈱ 佐 々 木 組
●区分:収運・★★／中間・★★／保証金

D O W A 通 運 ㈱
●区分:収運・★★／保証金

㈱ オ イ ラ ー
●区分:収運（積）・★★／保証金

㈲ 新 菱 和 運 送
●区分:収運・★★／保証金

陸 中 建 設 ㈱
●区分:収運・★★／中間・★★／保証金

リ ッ ク ス ㈱
●区分:収運（積）・★★／中間・★／保証金

樋 下 建 設 ㈱
●区分:収運・★★／中間・★★／最終・★★／保証金

大 東 運 輸 ㈱
●区分:収運・★★／保証金

㈲ 那 須 工 業 運 輸
●区分:収運・★★／保証金

遠 野 瀝 青 ㈱
●区分:中間・★★／保証金

㈱ つ し ま
●区分:収運（積）・★★

岩 手 県 南 運 輸 ㈱
●区分:収運・★★／保証金

㈱ 昭 和 清 掃 興 業
●区分:収運・★★

㈱ サ ン 寿 広
●区分:収運・★★／保証金

㈱ 平 野 組
●区分:収運・★★／中間・★★／保証金

久 慈 港 運 ㈱
●区分:収運・★★／保証金

開 発 運 輸 ㈱
●区分:収運・★★／保証金

㈱ 藤 孝 産 業
●区分:収運・★★

いわて県北クリーン㈱
●区分:中間・★★／保証金

㈲ リ サ イ ク ル 伊 藤
●区分:収運（積）・★★／中間・★★／保証金

㈱ 齊 藤 興 業
●区分:収運・★★／中間・★★

㈲ バ イオ・グリーン
●区分:収運・★★／中間・★★／保証金

㈲ グ リ ー ン 総 業
●区分:収運・★★／保証金

㈱ 広 岡 組
●区分:収運（積）・★★／中間・★★／保証金

佐 々 総 業 ㈱
●区分:収運・★★／保証金

㈱ 東 北 タ ー ボ 工 業
●区分:収運・★★／中間・★★／最終・★★／保証金

㈱一般公害集配センター
●区分:収運（積）・★★／中間・★★／保証金

㈱ サ ン ク リ ー ン
●区分:収運（積）・★★／中間・★★／保証金

㈲ リ サ イ ク ル 江 刺
●区分:収運・★★／中間・★★／保証金

㈲ 栄 和 興 業
●区分:収運・★★★／保証金

文 化 企 業 ㈱
●区分:収運・★★★／保証金

㈱ 岩 手 環 境 保 全
●区分:収運（積）・★★★／中間・★★★／最終・★★★／保証金

前田道路㈱一関合材工場
●区分:中間・★★★／保証金

新 工 住 建 ㈱
●区分:収運・★★★／中間・★★★／保証金

奥 州 循環システム㈱
●区分:収運・★★★／中間・★★★／保証金

㈲ 古 川 重 機
●区分:収運（積）・★★★／中間・★★★／最終・★★★／保証金

㈱ ス パ ッ ト 北 上
●区分:収運（積）・★★★／中間・★★★／最終・★★★／保証金

ア サ ヒプリテック㈱
●区分:収運・★★★／保証金

岩 手 コ ン ポ ス ト ㈱
●区分:収運・★★★／中間・★★★／保証金

太平洋セメント㈱大船渡工場
●区分:中間・★★★／保証金

福 興 産業㈱岩手支店
●区分:収運（積）・★★★／保証金

成 和 建 設 ㈱
●区分:収運（積）・★★★／中間・★★★／保証金

㈱ 伊 藤 組
●区分:収運・★★★／中間・★★★／最終・★★★／保証金

㈱ 理 水 興 業
●区分:収運（積）・★★★／中間・★★★／保証金

㈱岩手環境事業センター
●区分:収運・★★★／中間・★★★／保証金

㈲東北オイルサービス
●区分:収運・★★★／中間・★★★／保証金

（一財）水沢環境公社
●区分:収運（積）・★★★／保証金

㈲ 八 紘 カ イ ハ ツ
●区分:収運（積）・★★★／中間・★★★／保証金

リ ア ス 環 境 管 理 ㈱
●区分:収運・★★★／保証金

㈲ 共 同 産 業
●区分:収運（積）・★★／中間・★★★／保証金

㈱ マ ル サ
●区分:収運（積）・★★★／中間・★★★／最終・★★★／保証金

クリーンセンター花泉㈲
●区分:収運（積）・★★★／中間・★★★／保証金

蒲 野 建 設 ㈱
●区分:収運・★★★／中間・★★★／最終・★★★／保証金

㈱ ミ ナ ミ
●区分:収運・★★★／中間・★★★／保証金

㈱ マ ッ ハ 総 合 計 画
●区分:収運（積）・★★★／保証金

㈲ 藤 工
●区分:収運（積）・★★★／中間・★★★／保証金

㈱ 環 境 整 備
●区分:収運（積）・★★★／中間・★★★／保証金

㈱ 北 日 本 環 境 保 全
●区分:／収運（積）・★★★／中間・★★★／保証金

ニッコー・ファインメック㈱
●区分:収運（積）・★★★／中間・★★★／保証金

11社

58社

30社
(宮城県)

(花巻市)

(大船渡市)

(盛岡市)

(花巻市)

(花巻市)

(花巻市)

(北上市)

(雫石町)

(奥州市)

(二戸市)

(宮古市)

(金ヶ崎町)

(北上市)

(一関市)

(久慈市)

(軽米町)

(二戸市)

(盛岡市)

(盛岡市)

(北上市)

(一関市)

(一関市)

(盛岡市)

(大船渡市)

(一関市)

(盛岡市)

(奥州市)

(盛岡市)

(北上市)

(大槌町)

(盛岡市)

(奥州市)

(盛岡市)

(紫波町)

(八幡平市)

(宮城県)

(盛岡市)

(花巻市)

(盛岡市)

(奥州市)

(北上市)

(花巻市)

(滝沢市)

(奥州市)

(奥州市)

(奥州市)

(八幡平市)

(奥州市)

(北上市)

(雫石町)

(二戸市)

(二戸市)

(北上市)

(大船渡市)

(奥州市)

(奥州市)

(山田町)

(大槌町)

(一関市)

(奥州市)

(奥州市)

(釜石市)

(宮古市)

(北上市)

(盛岡市)

(一関市)

(一関市)

(遠野市)

(久慈市)

(大船渡市)

(奥州市)

(盛岡市)

(一関市)

(久慈市)

(大船渡市)

(花巻市)

(九戸村)

(奥州市)

(盛岡市)

(一関市)

(一関市)

(奥州市)

(山田町)

(盛岡市)

(一関市)

(花巻市)

(奥州市)
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　岩手県が条例や規則に基づき公示する格付け基準に適合した産業廃棄物処理業者を育成センターが
認定し県民に公表する制度です。

　処理業者は、認定（格付け）されることにより社会的信頼性の向上が期待されます。また、排出事業者が
優良な処理業者を選ぶための有効な情報となります。

　産業廃棄物処理業者が不慮の事故等に備えて、あらかじめ一定の保証金を預託する制度です。
　預託した業者が、事故等により緊急に産業廃棄物の撤去等が必要な場合には、育成センターから保証
金の返還を受けて措置を講ずることができます。

　処理業者は、保証金を預託することで、委託された産業廃棄物の処理がより確実に行われることを排
出事業者にアピールすることができます。

格付け・保証金制度

格付け制度とは…

保証金制度とは…

　育成センターでは認定（格付け）者、保証金預託者について、ホームページで排出事業者等に紹介します。
　また、県ホームページの岩手県許可・産業廃棄物処理業者名簿に掲載する等、県民、関係機関・団体等に
広くPRしております。

格付け、保証金制度は、岩手県知事が（一社）岩手県産業資源循環協会を
「岩手県産業廃棄物処理業者育成センター」として指定し運営されております。

　岩手県産業廃棄物処理業者育成センターでは、岩手県の「循環型地域社会の形成に関する
条例」に基づき、優良な処理業者を育成するために処理業者の格付け認定を行っております。
　排出事業者の方々が産業廃棄物の処理を委託するときは、格付け認定業者にご依頼下さい。

【TEL】019－625－2203　【FAX】019－624－1920
〒020－0023　岩手県盛岡市内丸16－15（内丸ビル5Ｆ）
【URL】https://www.iwuc.jp　【E.mail】info@iwuc.jp

格付け制度の内容、格付け業者の詳細については、岩手県産業廃棄物処理業者育成センターホームページ

　
をご覧下さい。

https://www.iwuc.jp

岩手県産業廃棄物処理業者育成センター

産業廃棄物の処理委託は格付け認定業者に!
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理　　事	 今野　秀實	 ㈱理水興業
	 関根　　信	 文化企業㈱
	 兼田　忠康	 久慈港運㈱
	 菅原　能興	 南部運輸㈱
	 伊藤　智仁	 ㈱伊藤組
	 木村　　守	 ㈱フクタ
	 岩崎　泰彦	 大安環境㈲
	 小野寺真澄	 ニッコー・ファインメック㈱
	 中村　尚司	 陸中スキット㈱
	 村田　英敏	 いわて県北クリーン㈱（新任）
	 田村　　格	 岩手県行政書士会
	 似内　　博	 岩手県自動車整備商工組合
	 菊池　　満	 （一社）岩手県建設業協会
監　　事	 樋下　　光	 樋下建設㈱
	 蒲野　　敦	 蒲野建設㈱

優良従事者　
照井　　君男　様　㈱東北ターボ工業
小原　　洋次　様　㈱藤孝産業
亀田　みちる　様　㈱有田屋
赤崎　　郁夫　様　松村建設㈱
米内　　敏明　様　㈱中塚工務店

　新型コロナウイルス感染防止のため、「書面による
議決権行使」をお願い申し上げ、令和４年５月20日
（金）、正会員	228名のうち、書面を含めて140名の出
席をいただき、提出議案が満場一致で承認可決されま
した。
　議案第１号　令和３年度事業報告及び決算

【組織体制】
会　　長	 濱田　　博	 ㈱岩手環境事業センター
副 会 長	 藤原　正基	 ㈲藤工
	 新沼　　学	 ㈱岩手環境保全
	 千葉　智英	 ㈱スパット北上
専務理事	 吉田　　茂	

　永年の御功績により他の模範となった方々を５月20
日付けで表彰しました。栄えある受賞、誠におめでと
うございます。益々の御活躍を祈念申し上げます。
功労者　
菅原　能興　様　南部運輸㈱
優良事業所　
㈱マルサ　様（代表取締役　佐藤直也　様）

第10回定時総会

岩手県産業資源循環協会会長表彰

協会の動き

24 循環いわて 



　この研修会は、産業廃棄物処理に関する的確な経営・
技術等の啓蒙・普及により、優良業者を育成するとと
もに産業廃棄物処理業界の経済的・社会的地位の向上
を図ることを目的としているものであります。
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のため会場開催は定員を半数にするなど対策を万
全に行い、また、ウェブセミナーに切り替えるなど対
応しました。
　また、毎年恒例の新春講演会は、中止とし、今年度は、
経営者、幹部職員、実務者を対象に３回開催いたしました。

第１回研修会
「産業廃棄物処理優良事業者育成研修会　
 実務者基礎コース」
　産業廃棄物の幅広い基礎知識を学ぶことができ、初
心者から経験者まで、多くの方々の知識の取得、再確
認することを目的に開催されました。
日　　時　令和３年８月３日（火）
場　　所　いわて県民情報交流センター	アイーナ	会議室804
対 象 者　産業廃棄物を取り扱う実務担当者
講　　師　（公社）全国産業資源循環連合会
専任講師　石郷岡　晋　氏
専任講師　石塚　伸一　氏
参 加 者　90 名

第２回研修会
「産業廃棄物処理優良事業者育成研修会　応用コース」
　複雑化する産業廃棄物の対処法など、廃棄物管理に
欠かせない知識をわかりやすく解説していただきました。
日　時　令和３年12月１日（水）
場　所　ウェブセミナー
対象者　経営者、管理者　等

テーマ・講師
　「プラ新法を予測する」
　「新許可不要制度に着目」
　　　　BUN環境課題研修事務所　長岡　文明　氏
参加者　92 名

第３回研修会
安全衛生研修会
　廃棄物処理業界は他業種と比べ労働災害発生率の高
い業種となっております。このため、（公社）全国産
業資源循環連合会では厚生労働省及び中央労働災害防
止協会の支援のもと、リスクアセスメント等の実施を
促進し、職場における安全衛生水準の向上、労働災害
のより一層の減少を図るための取組みを実施してお
り、当協会においてもその一環として産業廃棄物処理
業における安全衛生の研修会を開催しました。
日　時　令和４年２月16日（水）
場　所　ウェブセミナー
対象者　経営者、安全衛生担当者等
テーマ・講師
１．「モデル安全衛生規程及び解説」の活用について

										岩手県産業資源循環協会青年部会　
										　　安全衛生規程普及委員　藤原委員
２．産業廃棄物処理業におけるリスクアセスメント
について

										中央労働災害防止協会東北安全衛生サービスセンター　
										　　専門役　安全・衛生管理士　昆野良久　氏

参加者　21 名

循環型地域社会の形成に
向けた研修会

move
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　当協会では、産業廃棄物処理業者の更なる資質向上
を目指し、企業力を高め、地域社会からも信頼される
企業、業界となるよう平成26年度から「優良・環境先
進企業の取組みに関する推進事業（推進アドバイザー
派遣）」を実施しています。
　昨年度の派遣依頼内容は「社員教育・社内研修」「電
子マニフェストシステムの操作方法や運用について」
等でした。
　推進アドバイザー派遣は協会職員が直接会員事業所

へ行き、会員様の取扱い品目や受講者のレベルに合わ
せクイズを交えて研修会を行います。特に新入社員の
研修にご好評いただいています。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、少
人数の研修やオンラインでも対応いたします。
　ぜひこの事業をご活用ください。(申込書はＨＰから
ダウンロードできます)

【昨年度訪問した会員】
㈱岩手環境事業センター、㈱ノブタ興業、㈱アイケン、
リックス㈱、㈲岩本朝日商店、新興砂利㈱、陸中建設㈱、
㈱サンクリーン、ニッコー・ファインメック㈱

優良・環境先進企業の取組みに関す
る推進事業(推進アドバイザー派遣)

協会の動き

26 循環いわて 
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　「支部だより」掲載にあたり一言ご挨拶いたします。
　初秋の候、皆様におかれましてはますますご健勝の
こととお喜び申し上げます。平素は格別のご配慮を賜
り、厚く御礼申し上げます。
　機関紙「循環いわて」は年報として今年度で４号目を
迎えるにあたり振り返って見ますと、この２年余新型
コロナウイルスは変異株を繰り返し、新型コロナウイ
ルス感染拡大、まん延防止等重点措置の適用で様々な
活動を制約して参りました。現在は４回目のワクチン
接種が進み、治療薬も投与される様になって来ました
が、終息にはまだまだ時間が掛かるように思います。
ここは初心に返り新型コロナウイルスを含む感染症対
策の基本「手洗い」、「不織布マスクの着用」、「せきエ
チケット」を励行していきたいです。
　さて、例年実施している盛岡市乙部中学校の生徒向
け「環境学習」は今年も皆様のご理解とご協力で開催す

支部だより（県央支部）
岩手県産業資源循環協会　県央支部　支部長　藤原　正基

ることができました。さらに、研修事業として２月に
行われた「石綿（アスベスト）に係る研修会」がありま
す。今年４月１日より、建築物等の解体・改修工事を
行う施工業者は、「大気汚染防止法」に基づき当該工事
のおける石綿含有建材の有無の事前調査結果を都道府
県や労働基準監督署に報告することが義務づけられま
した。規制対象建材の拡大によりレベル３建材が含ま
れたことにより、解体工事、リフォーム修繕、改修工
事等から排出される全ての石綿含有建材が特定建築材
料として対象になりました。建設系産業廃棄物を取り
扱う全処理業者が対象になることから多数の参加者が
あり関心の高さを伺わせる内容となりました。従来の
法改正の中でも大幅な規制強化策とされていますので
従事される方の安全安心を確保するため日々の業務に
積極的に役立てて欲しいと思っております。
　引き続き法改正に係る重要事項は、継続的に研修会
等を実施し支部会員と共有しながら情報発信を行って
いきたいと思っております。今後共どうぞよろしくお
願いいたします。

協会の動き
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　日頃より沿岸支部の運営につきましては、会員の皆
様には格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、令和３年度の沿岸支部の活動を振り返ってみ
ますと、昨年に引き続き新型コロナウイルス感染症の
影響を受けた１年でした。
　５月25日には第７回通常総会を釜石市で書面決議に
より開催し、支部の役員体制が一部変更になり、理事
の株式会社大船渡資源伊藤博代表取締役に代わり陸中
建設株式会伊藤峻社代表取締役が、監事は陸中建設株
式会伊藤敏代表取締役会長が退任し、株式会社大船渡
資源伊藤博代表取締役が夫々就任しました。
　６月２日には青年部共同事業・全国一斉清掃活動を

支部だより（沿岸支部）
岩手県産業資源循環協会　沿岸支部　支部長　新沼　学

宮古市の女遊戸海岸にて開催しました。海岸のゴミ拾
い、翌日の親睦ゴルフと青年部の皆様と交流を図るこ
とができました。
　令和４年１月18日には令和２年度には開催できなっ
た地域懇談会・支部研修会を大船渡市で開催し、研修
会では、小原譲協会事務局次長を講師に災害廃棄物の
処理について理解を深めることができました。
　現在も新型コロナウイルス感染症の感染対策を講じ
ながら活動を進めていきたいと思いますので、皆様方
のご協力をお願いいたします。

move
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　資源循環協会県南支部の動きを報告します。
　当支部は、胆江地区産業廃棄物協会の流れより引き
継きで2001年６月23日より、活動しています。一関地
区を含む前は、胆江支部として活動しており、支部の
中では県内で一番先にできた支部です。
　最初にできた胆江支部は、ビックサイトの環境展等
に仲間同士で行動したのが始まりです。
　それを当時の千葉長専務理事が、「県の協会では組
織強化のため、支部結成をするため予算を計上してい
る」という話をされて、支部を造って補助金を活用し
ようという話から胆江支部ができた訳です。
　当初は発起人を５〜６人集めてスタートした訳です
が、江刺のクリーンセンターの２階で、何度も集まっ
て相談して始めましたがその後、プラザイン水沢で集
まり設立の準備をし設立の司会は前協会長だった門脇
氏だったと思います。
　設立名称を岩手県産業廃棄物協会胆江支部として活
動を開始し、会員同士の情報交換し又不法投棄パト
ロールを行政と共に毎年行っておりました。

支部だより（県南支部）
岩手県産業資源循環協会　県南支部　支部長　髙橋　優

　その後三陸大震災が2011年３月11日にあり産業廃棄
物協会が資源循環協会に名称を変更し一関地区も一緒
になり胆江支部から県南支部へと変え一関市、平泉町、
奥州市、金ケ崎町と災害協定も締結して現会員は42社
で活動しておりますが、近年コロナ禍で集まる機会が
少なくなっております。

協会の動き move
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　令和４年度から青年部会長を務めさせていただいて
おりますタダテックスの遠藤と申します。
　岩崎前部会長や先輩が築いた伝統と力を次代に託せ
るよう、更なる発展充実に努めていきます。
　青年部会の最大の魅力は、活動を通じた交流です。
新型コロナウイルスの影響で思うように行事ができな
い状況ですが、今だからこそ、できることを考え活動
を企画運営していきたいと思いますので、今後とも青
年部会のご理解及びご指導のほどよろしくお願いしま
す。　

青年部会だより 部 会 長 遠藤　忠寿 タダテックス㈲
副部会長 小保内敏文 ㈲県北衛生社

〃 藤原　真実 ㈲藤工
〃 伊藤　　峻 陸中建設㈱

運営委員 中村　尚司 陸中スキット㈱
〃 兜　　千尋 ㈲セレクトクリーン
〃 菅原　健二 クリーンセンター花泉㈲
〃 生内　一晶 ㈱東北ターボ工業
〃 髙橋　　譲 ㈲タカショウ
〃 伊藤　龍志 ㈱藤孝産業
〃 長谷川賢人 ㈲長谷川重機

監 事 蒲野　　敦 蒲野建設㈱
〃 岩崎　泰彦 大安環境㈲

【令和４年度】　青年部役員体制（敬称略）

協会の動き
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　令和３年度の事業報告をさせていただきます。
　６月２日（水）ブロック総会のオンライン開催に合わ
せ、総会開催の前にSDGｓの取り組みの一つとして「海
ごみゼロウィーク」にエントリーし、東日本大震災の
被災地である宮古市の女遊戸海岸（おなつぺ）の清掃活
動を、お揃いのブルーのマスクを着用して行いました。
　その後、ブロック研修会・総会にオンラインで参加
し、終了後は、浄土ヶ浜レストハウスでバーベキュー
をして懇親を深めました。

　翌日は、宮古カントリーにてチャリティーゴルフコ
ンペ行い、25名が参加し、集まったお金は宮古市の秋
祭り実行委員会に寄付いたしました。
　初めて企画したイベントでしたが好天に恵まれ、部
会員同士の絆も深まりとても良い活動となりました。

move
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　12月８日（水）一関カントリークラブにて、第３回部
会長杯ゴルフコンペを開催し、19名の部会員が参加し
ました。
　有限会社長谷川重機　長谷川賢人くんが初優勝いた
しました。その後、一関市内で表彰式、交流会を開催
し親睦を深めました。

　12月14日（火）アートホテル盛岡にて、久しぶりの集
合型研修会「安全衛生研修会」を部会員36名が参加し開
催いたしました。
　第１部では、安全衛生規程普及のための研修会を行
い、遠藤副部会長と藤原運営委員から安全衛生規程の
重要性と必要性を説明しました。
　第２部は、毎年恒例で今回第６回目となる、部会員
が講師となり発表を行う企画「わが社の安全衛生の取
り組み」を行いました。
　今回の発表者は岩手県からは長谷川賢人くんと伊藤
龍志くん、青森県青年部から㈱山本工業山本徳光社長
をお迎えし、実際にあった労働災害の体験をもとに、
安全衛生の事例発表では、安全衛生の重要性、規程の
必要性をお話していただきました。
　この後の交流会では、山本社長にも参加していただ

　２月８日（火）青年部協議
会近畿ブロックの「亀岡市
の豊かな環境資源と伝統産
業を守りたい！
　保津川下り応援プロジェ
クト」クラウドファンディ
ングに賛同、５万円を支援し、
感謝状をいただきました。

き、部会員同士も久しぶりの再会ということで積極的
な意見交換などが行われ、とても盛り上がりました。

協会の動き move
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岩手県産業資源循環協会
青年部会入会案内

【入会手続き】

〈目的〉

　本部会は部会員相互の融和、親睦を図り、研修会等を通じて自己啓発に努めるとと

もに、産業廃棄物の適正処理及び再資源化等に関する知識、技術と教養を深め、企業

の幹部として経営の合理的、近代化の推進と協会の発展に寄与することを目的として

います。

〈青年部会の活動〉

①産業廃棄物の適正処理及び再資源化に関する情報収集と技術の開発並びに調査研究

②産業廃棄物に関する県民への広報啓発

③県内外部会員相互の情報交換、研修、視察、福利厚生等の事業

④協会の事業活動に対する協力支援

⑤事業の振興に関する意見の表明

⑥その他本部会の目的を達成するため必要な事業

入会申込書（協会HPからダウンロードできます。）に必要事項をご記入いただき、事務
局まで申込み願います。

【入会資格】
岩手県産業資源循環協会会員の経営者、後継者並びに代表者から推薦された従業員。
５０歳迄の方。

【会費】
年間　１８，０００円　（月額１，５００円）　
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　６月17日（金）、全国産業資源循環連合会（全産連）第
12回定時総会がハイブリッド方式で開催され、令和３
年度事業報告及び決算が承認されました。
　また、長年の御功績が認められ下記の皆様が表彰さ
れました。誠におめでとうございます。さらなるご活
躍を期待しています。

令和３年度　連合会会長表彰
　功　　労　　者　
　　千葉　智英　様（㈱スパット北上　代表取締役　北上市）
　地方優良事業所　
　　㈱ミナミ　様（代表取締役　南由香様　軽米町）

全産連の動き

第12回定時総会・表彰
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　公益社団法人全国産業資源循環連合会（全産連）は、
都道府県協会を正会員とする全国団体で、国や各界と
連携して産業廃棄物の適正処理と資源循環を推進して
います。自由民主党の産業・資源循環議員連盟（７月
11日現在、国会議員104名）への政策提案等を通じて、
時代の要請に応じた様々な制度等を実現してきまし
た。
　また、非常事態に迅速かつ円滑に対応するため、令
和元年に災害廃棄物委員会を設置して体制の強化を
図っています。本会の新沼副会長は、北海道・東北地

地域協議会の役員

全産連本部の役職（兼務）：　□副会長　◎理事　○監事

域協議会の推薦により当初からの委員として活動して
います。
　地域協議会は、地域の状況に応じた取組のため、平
成18年に全国８ブロック単位で設置された内部組織で
す。本会は北海道・東北地域協議会に所属しています。
産業廃棄物に関する課題と対応を協議するため、７道
県の会長と全産連本部の役員による会合等を開催して
います。
　最近の議題は、①環境産業の振興、②製品やサービ
スのライフサイクル全体における資源循環、③県市町
村における災害廃棄物処理の支援、④労働災害の防止
等です。いずれも中長期的な取組が必要であるため、
継続案件となっています。

任期 会長 副会長 副会長 監事

平成18 □鈴木安利／福島 ◎伊藤正志／山形
○谷口二朗／北海道

門脇生男／岩手

19 〜 22
□伊藤正志／山形 ◎門脇生男／岩手 増田教正／青森

23 〜 24 佐藤俊彦／福島県

25 〜 29 □門脇生男／岩手 ◎佐藤俊彦／福島 鈴木昇／宮城 山岡緑三郎／秋田

			30 〜
			　令和元 □佐藤俊彦／福島 ◎鈴木昇／宮城 山岡緑三郎／秋田

令和２　
　　〜３ □鈴木昇／宮城 ◎山岡緑三郎／秋田 天内修／青森

令和４　
　　〜５ □鈴木昇／宮城 ◎山岡緑三郎／秋田 黒澤利宏／山形

北海道・東北地域協議会

move
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岩手県からのお知らせ
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産業廃棄物の排出及び処理実績等（令和２年度実績）について
　皆様から提出いただいております実績報告書のとりまとめ結果についてお知らせいたします。
１．産業廃棄物の排出状況
　①盛岡市内総排出量

　令和２年度の１年間に盛岡市内で排出された産業廃棄物の排出量は487千トンで、岩手県全体2,513千トンの19.4
％となっています。

　②業種別排出量、種類別排出量
　全排出量のうち、種類別にみると汚泥が 254千トン（52％）で最も多く、次いでがれき類の排出量が166千トン
（34％）となっており、この２種類で全体の86％を占めています。
　また、業種別にみると、電気・水道業が 233千トン（48％）で最も多く、次いで、建設業が 218千トン（45％）
となっており、この２業種で全体の93％を占めています。

２．産業廃棄物の処理状況
　排出量487千トンのうち、98％に当たる475千トンが中間処理量となっています。この中間処理により251千トン
（52％）が減量されています。
　再生利用量は、排出量の45％に当たる219千トン、最終処分量は16千トンで、排出量の３％となっています。

図2　令和２年度の産業廃棄物の処理状況
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0
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<0>
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(45%)
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図1.1　産業廃棄物の種類別の排出量 図1.2　産業廃棄物の業種別の排出量
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盛岡市からのお知らせ morioka
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(公社)全国産業資源循環連合会発行の産業廃棄物管理票（マニフェスト）
の販売価格改定と、第一貨物利用による送料改定のお知らせ

お 知 ら せ
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　近年、地球環境問題は世界的に取り組まれ、資源保護、環境保全についての世論も

高まっています。

　従来から実施している産業廃棄物の「適正処理」はもちろん、それに加え廃棄物の

発生抑制、再生利用、再利用等幅広い視点から廃棄物処理法の改正が行われています。

　この責務を果たし、産業廃棄物処理業界が健全な業界として発展していくためには、

信頼のおける優良な処理業者が結束し、排出事業者・行政・県民の方々との連携を深

めていくことが重要です。

　このようなことから、多くの方々が当協会の趣旨にご賛同いただき、入会をおすす

めくださいますようお願いいたします。

事業と会員サービスを一部ご紹介
●産業廃棄物処理業の許可更新についての事前通知
●環境関連法令・制度等に関する最新情報を提供
●経営者・実務者対象の研修会等、先進施設の視察研修
●会員情報を活用し、排出事業者等からの照会に対する会員の紹介
●災害廃棄物処理の支援

★つづきは、当協会ホームページをご覧ください★

会員募集中

入会申込書もDLできます

お 知 ら せ information
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変更届提出のお願い 会員事項に変更があった時は「変更届」を提出してください。
変更届は協会HPよりダウンロードできます。

お 知 ら せ
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　講習会は各自で事前にオンラインで講義ビデオを視聴して受講し、その後、会場で試験を受ける２
段階形式により行います。お申込は、ＪＷセンターＨＰからＷＥＢ申込のみなので御留意願います。
　試験の申込が完了した後、ＪＷセンターから教材が送付されますので、試験前日までに受講を完了
してください。
　東北地区の10月以降の試験開催日程は下表のとおりです。秋田会場は今年度は既に終了しており、
10月以降の開催はありません。
　コロナウイルス感染症拡大防止のため、定員が例年の半分程度になっております。下記の日程のうち、
既に定員に達したため、申込が締め切られている会場がありますのでご注意ください。
　また、各課程には最終申込受付期限がありますのでご留意ください。

産業廃棄物処理業の許可の有効期限にご注意ください
　産業廃棄物処理業の許可の有効期限は５年です。
　許可は、更新手続きをしないと効力を失います。許可証の有効期限がいつなのか、常に注意してお
きましょう。
　講習会修了証の有効期限は、講習会終了日の日から起算して、新規講習会修了証は５年間、更新許
可講習会修了証は２年間です。

※2022年度より講習会の申し込みはＷEB申込のみとなります。

令和４（2022）年度許可申請等に関する講習会の日程について
（東北地域10月以降）

2022年10月〜2023年2月の講習会試験日程

課　　程 岩手 青森 宮城 山形 福島

新規　収集運搬 10/6	AM
10/7	PM

1/24	PM
2/22	PM 10/5	AM 2/9	AM

2/10	AM

新規　特管収集運搬 12/16	AM

新規　処分 2/21	PM 12/15	AM

更新　収集運搬 2/7	AM

11/10	AM
11/11	AM
12/1	AM
12/2	AM

1/25	PM
2/22	AM 10/4	PM 12/15	PM

	2/9	PM

更新　処分 10/6	PM
10/7	AM 1/25	AM 10/4	AM

特別管理産業廃棄物
管理責任者 2/7	PM

11/10	PM
11/11	PM
12/1	PM

1/24	AM
2/21	AM 10/5	PM 12/16	PM

	2/10	PM
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産業廃棄物処理業に関する申請手続やご相談は行政書士へ

支　部 行政書士名 郵便番号 事　務　所　住　所 電話番号

盛　岡

阿　部　　　隆 020−0104 盛岡市小鳥沢一丁目24番4号 019−662−7618
阿　部　英　男 020−0135 盛岡市大新町19番7号 019−646−7854
岩　瀬　森の助 020−0878 盛岡市肴町3番30−208号 019−652−2637
岩　野　光　進 020−0024 盛岡市菜園一丁目12番25号Enビル1階 019−656−7425
岩　渕　　　渉 020−0114 盛岡市高松三丁目11番24号 019−613−5818
小笠原　和　彦 020−0831 盛岡市三本柳24地割6番地 019−681−3855
岡　田　秀　治 020−0807 盛岡市加賀野二丁目10番15号 019−604−8230
小田島　　　剛 020−0877 盛岡市下ノ橋町6番4号　下ノ橋ビル2階 080−5225−4747
上　總　　　隼 020−0312 盛岡市砂子沢第10地割92番地 019−681−8686
加　藤　聖　一 020−0141 盛岡市中屋敷町4番40号 019−647−2883
菊　池　静　哉 020−0881 盛岡市天神町10番27号 019−653−2040

行政書士法人グランプラス	盛岡事務所 020−0835 盛岡市津志田14地割126番地 019−601−4855
行政書士法人リプル法務	盛岡事務所 020−0845 盛岡市湯沢南一丁目1番１号 019−601−2317
熊　谷　忠　市 020−0105 盛岡市北松園二丁目26番2号 019−662−8268
堺　田　幸　志 020−0021 盛岡市中央通一丁目11番17号第2大通ビル4階 019−652−7910
佐々木　　　哲 020−0667 滝沢市鵜飼向新田159番地7 019−687−6156
笹　木　　　正 020−0133 盛岡市青山四丁目25番2号 019−645−1450
佐々木　達　也 020−0866 盛岡市本宮四丁目1番6号トーニチビル3階 019−601−9921
佐々木　安　吉 020−0851 盛岡市向中野二丁目52番10号 019−631−2158
颯　田　　　淳 020−0023 盛岡市内丸6番5号 019−652−2839
鈴　木　ヒサ子 020−0836 盛岡市津志田西一丁目6番70号カルマンド3号 090−6226−3836
橘　　　　　真 020−0136 盛岡市北天昌寺町13番30号 080−5224−1699
舘　洞　　　明 020−0823 盛岡市門一丁目8番13号 019−618−8432

　行政書士は、他人の依頼を受け、官公署に提出する許認可等の申請書類の作成並びに提出手続代理
を行うほか、相続手続時の遺産分割協議書や遺言書原案作成等の権利義務に関する書類や、各種図面
類等の事実証明に関する書類の作成などを行い、以って国民の権利利益の実現に資する事を目的とす
る国家資格者です。
　産業廃棄物を取り巻く状況は日々刻々と変化しており、いち早く関係法令についての新しい情報を
収集するとともに、その対応を検討することが求められます。
　岩手県行政書士会では、会員向けの研修会を適宜開催するなど、産業廃棄物関連業務に関する調査
及び研究を推進し、各会員が書類作成のみならずコンサルタントとしてもお客様にご満足いただける
よう、常に研鑽に努めております。
　膨大で複雑な書類作成や関係業務を行政書士にお任せいただくことにより、事業者の皆様において
は、事業の効率的かつ効果的な活動の展開をしていただくことができると存じます。同時に事業者の
皆様の産業廃棄物の適正な処理に資することができるものと確信しております。行政書士をぜひご活
用ください。

令和４年
産業廃棄物処理・自動車リサイクル法関連対応行政書士名簿
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支　部 行政書士名 郵便番号 事　務　所　住　所 電話番号

盛　岡

德　田　　　靖 020−0504 岩手郡雫石町中沼275番地 090−3369−9242
露　崎　二三男 020−0817 盛岡市東中野字見石28番地7 019−651−5025
中　澤　弘　文 020−0064 盛岡市梨木町12番25号Ａ号室 019−622−1823
中屋敷　　　裕 020−0121 盛岡市月が丘一丁目17番7号 019−645−0370
廣　嶼　文　哉 020−0126 盛岡市安倍館町18番24−205号 019−681−0315
横　山　信　英 020−0004 盛岡市山岸2丁目4番16号 019−625−6838
横　山　　　勝 020−0065 盛岡市西下台町18番32号Vivo01	2階A号 019−613−7260
吉　田　勝　男 020−0122 盛岡市みたけ一丁目9番45号 019−641−3270

紫　波

菊　池　敏　江 028−3304 紫波郡紫波町二日町字向山41 019−672−4734
行政書士法人	岩手許認可センター 028−3621 紫波郡矢巾町大字広宮沢第10地割501番地25 019−697−8868
中屋敷　　　勤 028−3603 紫波郡矢巾町大字西徳田第4地割9番地20 019−697−7899
細　川　榮　子 028−3626 紫波郡矢巾町大字岩清水11−27−2 019−697−5770

花　巻

秋　庭　裕　史 028−3101 花巻市石鳥谷町好地第4地割80番地61 0198−29−4163
金　矢　健　次 025−0002 花巻市西宮野目第13地割129番地8 0198−26−5522
鎌　田　芳　雄 025−0075 花巻市花城町10番2号 0198−23−2189
永　田　依津子 025−0084 花巻市桜町三丁目53番地 0198−22−7576
鎌　田　吉　隆 025−0063 花巻市下小舟渡37番地3	エステート下小舟渡貸店舗	２−Ａ号室 0198−41−5151

北　上

伊　藤　榮　樹 024−0094 北上市本通り一丁目8番32号 0197−64−0195
小田島　正　志 024−0022 北上市黒沢尻一丁目12番1号 0197−63−6101
斎　藤　徳　志 024−0073 北上市下江釣子16地割181番地3 0197−62−7411
齋　藤　　　斉 024−0004 北上市村崎野11地割41番地 0197−68−2833
藤　原　尚　彦 020−0024 北上市中野町三丁目13番5号 0197−75−5052

水　沢

相　原　正　明 023−1131 奥州市江刺愛宕字橋本119番地 0197−35−2134
安　倍　文　孝 023−0805 奥州市水沢字斉の神122番地1 0197−24−5880
小野寺　豊　文 023−0047 奥州市水沢字立町89番地5 0197−23−2757
海　鋒　昌　江 023−1104 奥州市江刺豊田町一丁目11番20号 0197−35−0010
神　山　重　久 023−0855 奥州市水沢字南大鐘105番地2 0197−24−3946
佐　藤　勇　行 029−4202 奥州市前沢白山字舘17番地 0197−56−2378
菅　原　今朝男 023−0003 奥州市水沢佐倉河字栗木町46番地 0197−24−7879

一　関

遠　藤　美　佳 021−0885 一関市田村町6番地27	2F	B号 0191−34−5298
及　川　　　実 029−0601 一関市大東町中川字柳ノ平8番地 0191−74−2829

行政書士法人えにし許認可 021−0831 一関市字沼田32番地2 0191−26−0066
槻　山　チ　ヱ 021−0901 一関市真柴字中田41番地224 0191−23−6389

大船渡
藤　原　美智子 022−0006 大船渡市立根町字田谷62番地1 0192−47−5852
休　石　庄太郎 022−0002 大船渡市大船渡町字茶屋前54番地1 0192−27−9710

遠　野 多　田　恵美子 028−0524 遠野市新町3番6号 0198−62−9336
釜　石 猪　又　信　幸 026−0021 釜石市只越町2丁目3番9号101 0193−55−5685
宮　古 隅　田　哲　晴 027−0085 宮古市黒田町6番23号 0193−63−3067

久　慈
大　澤　仁　悦 028−0023 久慈市新中の橋第37地割94番地7 0194−53−4856

行政書士法人リプル法務 028−0024 久慈市栄町第37地割148番地1 0194−52−2938

二　戸
及　川　正　信 028−6103 二戸市石切所字穴切6番地2 0195−23−9797
十文字　國　子 028−5711 二戸市金田一字八ツ長275番地 0195−23−3001
柳　平　幸　男 028−5312 二戸郡一戸町一戸字越田橋30番地2 0195−32−3090
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区       分 報告書の種類 番
号

産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の運搬実績を報告し
たい

・産業廃棄物収集運搬業者
・特別管理産業廃棄物収集運搬業者

産業廃棄物の運搬実績報告書
特別管理産業廃棄物の運搬実績報告書 1

産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の処分実績を報告し
たい

・産業廃棄物処分業者
・特別管理産業廃棄物処分業者

産業廃棄物の処分実績報告書
特別管理産業廃棄物の処分実績報告書 2

産業廃棄物の処理実績を報告したい
　・産業廃棄物処理施設設置者 産業廃棄物処理実績報告書 3

特別管理産業廃棄物の処理実績を報告したい
・特別管理産業廃棄物を排出する事業者 特別管理産業廃棄物処理実績報告書 4

最終処分場の残余容量を報告したい
・最終処分場を設置している事業者 廃棄物最終処分場残余容量報告書 5

産業廃棄物の最終処分場の維持管理費用やその算定の
基礎等について報告したい

・特定産業廃棄物最終処分場の設置者
特定産業廃棄物最終処分場状況等報告書 6

多量排出事業者・準多量排出事業者の産業廃棄物の処
理計画を提出したい

・（特別管理）産業廃棄物の多量・準多量排出事業者

多量排出事業者の産業廃棄物処理計画書
準多量排出事業者の産業廃棄物処理計画書
多量排出事業者の特別管理産業廃棄物処理計画
書

7

多量排出事業者・準多量排出事業者の産業廃棄物処理
計画実施状況を報告したい

・多量・準多量排出事業者の産業廃棄物処理計画書
を提出した事業者

多量排出事業者の産業廃棄物処理計画実施状況
報告書
準多量排出事業者の産業廃棄物処理計画実施状
況報告書
多量排出事業者の特別管理産業廃棄物処理計画
実施状況報告書

8

産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付状況を報告し
たい

・前年度１年間において産業廃棄物管理票（マニフェ
スト）を交付した事業者

産業廃棄物管理票（マニフェスト）交付等状況報
告書 9

産業廃棄物に係る報告書等について
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１．岩手県産業廃棄物・特別管理産業廃棄物運搬実績報告書（様式第25号）
　　盛岡市産業廃棄物・特別管理産業廃棄物運搬実績報告書（様式第32号）
　　対象事業者：産業廃棄物収集運搬業者、特別管理産業廃棄物収集運搬業者

２．岩手県産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の処分実績報告書（様式第26号）
　　盛岡市産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の処分実績報告書（様式第33号）
　　対象事業者：産業廃棄物処分業者、特別管理産業廃棄物処分業者

発生事業所 運　搬　先
提　出　先

備　　　考
岩手県 盛岡市

岩手県内（盛岡市除く）

岩手県内（盛岡市除く） ○ ―
「☆」は盛岡市内に積替え・保管
施設を有する場合に提出（県
への報告は必要ない）。

岩手県の提出先
・県庁資源循環推進課（盛岡市内
の事業者及び県外事業者）

記上（）課生衛境環(局興振轄管・
以外）

盛岡市の提出先
　盛岡市廃棄物対策課

盛岡市内 ○ ☆

岩手県外 ○ ―

盛岡市内

岩手県内（盛岡市除く） ○ ☆

盛岡市内 ○ ☆

岩手県外 ○ ☆

岩手県外
岩手県内（盛岡市除く） ○ ―

盛岡市内 ○ ☆

事　業　者　区　分 提　出　先

岩手県内（盛岡市を除く）に存する産業廃棄物処理施設で処分 岩手県（管轄振興局環境衛生課）

盛岡市内に存する産業廃棄物処理施設で処分 盛岡市（廃棄物対策課）

移動式処理施設 岩手県（管轄振興局環境衛生課）
及び盛岡市（廃棄物対策課）

発生事業所 積替え・保管施設 運搬先

岩手県内（盛岡市除く）及び岩手県外 盛岡市内（経由地） 岩手県内（盛岡市除く）及び岩手県外

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
※２　実績がない場合は「実績なし」と記載して、提出してください。
※３　県の許可を有する収集運搬事業者であり、かつ盛岡市内に積替え・保管施設を有する場合において、次に掲げる運搬経路

の場合には、実績報告書の提出は県庁資源循環推進課（盛岡市内の事業者及び県外事業者）又は管轄振興局（それ以外）とな
ります。

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
※２　実績がない場合は「実績なし」と記載して、提出してください。
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３．岩手県産業廃棄物処理実績報告書（様式第23号）
　　盛岡市産業廃棄物処理実績報告書（様式第30号）
　　対象事業者：産業廃棄物処理施設設置者

４．岩手県特別管理産業廃棄物処理実績報告書（様式第24号）
　　盛岡市特別管理産業廃棄物処理実績報告書（様式第31号）
　　対象事業者：特別管理産業廃棄物を排出する事業者

５．岩手県廃棄物最終処分場残余容量報告書（様式第20号）
　　盛岡市廃棄物最終処分場残余容量報告書（様式第34号）
　　対象事業者：最終処分場を設置している事業者

６．岩手県特定産業廃棄物最終処分場状況等報告書（様式第21号）
　　盛岡市は岩手県と同じ様式です。
　　対象事業者：特定産業廃棄物最終処分場の設置者

事　業　者　区　分 提　出　先

岩手県内（盛岡市除く）廃棄物処理法第１５条に規定する産業廃棄物
処理施設を設置 岩手県（管轄振興局環境衛生課）

盛岡市内に設置 盛岡市（廃棄物対策課）

事　業　者　区　分 提　出　先

岩手県内（盛岡市除く）特別管理産業廃棄物を排出する事業場を設置 岩手県（管轄振興局環境衛生課）

盛岡市内に設置 盛岡市（廃棄物対策課）

事　業　者　区　分 提　出　先

岩手県内（盛岡市を除く）に最終処分場を設置 岩手県（管轄振興局環境衛生課）

盛岡市内に設置 盛岡市（廃棄物対策課）

事　業　者　区　分 提　出　先

岩手県内（盛岡市を除く）に特定産業廃棄物最終処分場を設置 岩手県（管轄振興局環境衛生課）

盛岡市内に設置 盛岡市（廃棄物対策課）

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
※２　実績がない場合は「実績なし」と記載して、提出してください。

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
※２　実績がない場合は「実績なし」と記載して、提出してください。

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
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７．岩手県多量排出事業者の産業廃棄物処理計画書（様式第二号の八）
　　　　　準多量排出事業者の産業廃棄物処理計画書（様式第一号）
　　　　　多量排出事業者の特別管理産業廃棄物処理計画書（様式第二号の十三）
　　盛岡市多量排出事業者の産業廃棄物と特別管理産業廃棄物の処理計画書は岩手県と同じ様式です。
　　　　　準多量排出事業者は盛岡市廃棄物処理計画書（様式第３号）
　　対象事業者：産業廃棄物の排出量が年間1,000t以上の事業者（多量排出事業者）
　　　　　　　　年間500t以上1,000t未満の事業者（準多量排出事業者）
　　　　　　　　特別管理産業廃棄物の年間排出量が50ｔ以上の事業者

８．岩手県多量排出事業者の産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第二号の九）
　　　　　準多量排出事業者の産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第二号）
　　　　　多量排出事業者の特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第二号の十四）
　　盛岡市多量排出事業者の産業廃棄物と特別管理産業廃棄物の処理計画実施状況報告書は岩手県と同じ様式です。
　　　　　準多量排出事業者は盛岡市産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第４号）
　　対象事業者：多量排出事業者・準多量排出事業者の（特別管理）産業廃棄物処理計画を提出した事業者

種　　　類 会社名
発　生　量 区　　　分 提　出　先

備　　　考
岩手県 盛岡市 多量 準多量 岩手県 盛岡市

産業廃棄物

A社
1100ｔ ― ○ ― ○ ―

岩手県の提出先
管轄振興局
（環境衛生課）

盛岡市の提出先
盛岡市廃棄物
対策課

― 700ｔ ― ○ ― ○

B社
600ｔ ― ― ○ ○ ―

― 100ｔ ― ― ― ―

C社
100ｔ ― ― ― ― ―

― 500ｔ ― ○ ― ○

D社
― 1100ｔ ○ ― ― ○

― ― ― ― ― ―

特別管理
産業廃棄物

E社
50ｔ ― ○ ― ○ ―

― 12ｔ ― ― ― ―

F社
― 52ｔ ○ ― ― ○

10ｔ ― ― ― ― ―

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出の場合は１部となります。

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
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９．岩手県産業廃棄物管理票（マニフェスト）交付等状況報告書（様式第三号）
　　盛岡市は岩手県と同じ様式です。
　　対象事業者：前年度１年間において産業廃棄物管理票（マニフェスト）を交付した事業者

事　業　者　区　分
提　出　先

備　　　考
岩手県 盛岡市

岩手県内（盛岡市除く）事業所において排出さ
れた産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）の処理
を委託し、産業廃棄物管理票（マニフェスト）
を交付した事業者

○ ― 岩手県（管轄振興局環境衛生課）

盛岡市の事業所において排出された産業廃棄
物（特別管理産業廃棄物）の処理を委託し、産
業廃棄物管理票（マニフェスト）を交付した事
業者

― ○ 盛岡市（廃棄物対策課）

※１　岩手県・盛岡市ともに提出部数は１部となります。
※２　電子マニフェストを用いた場合は、情報処理センターである（公財）日本産業廃棄物処理振興センターにより各都道府県知事

に報告されるため、事業者から報告する必要はありません。

受　付　窓　口
岩手県受付窓口 住　　　　　所 電話番号

県庁資源循環推進課 〒020－8570 盛岡市内丸10－1 019－629－5380

盛岡広域振興局保健福祉環境部 〒020－0023 盛岡市内丸11－1 019－629－6563

県南広域振興局保健福祉環境部 〒023－0053 奥州市水沢大手町5－5 0197－48－2422

花巻保健福祉環境センター 〒025－0075 花巻市花城町1－41 0198－41－5405

一関保健福祉環境センター 〒021－8503 一関市竹山町7－5 0191－26－1412

沿岸広域振興局保健福祉環境部 〒026－0043 釜石市新町6－50 0193－27－5523

宮古保健福祉環境センター 〒027－0072 宮古市五月町1－20 0193－64－2218

大船渡保健福祉環境センター 〒022－8502 大船渡市猪川町字前田6－1 0192－22－9814

県北広域振興局保健福祉環境部 〒028－8042 久慈市八日町1－1 0194－66－9681

二戸保健福祉環境センター 〒028－6103 二戸市石切所字荷渡6－3 0195－23－9219

盛岡市受付窓口 住　　　　　所 電話番号

廃棄物対策課 〒020－8531 盛岡市若園町2－18　3階 019－651－4111（代）
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　現在の一関市のエリアにかつて鬼死骸村（おにしがいむ
ら）という村がありました。気味の悪い村名ですが、９世紀
に坂上田村麻呂が討伐した鬼の大武丸（おおたけまる）の死
骸を埋めたという言い伝えがあり、このような地名になっ
たということです。埋めた場所に置かれた石は「鬼石」と呼
ばれ、鹿島神社の近くにあります。何と鬼死骸というバス停
まであるとのこと。
　鬼死骸村は、明治８（1875）年に牧沢村と合併して真柴村
になりました。明治 22（1889）年に４村が合併して真滝村に
なりました。昭和 23（1948）年に２町２村が合併して一関市
になりました。こうして字（あざ）名からも消えてしまった
ようですが、明治初期までは確かにあったことは確かです。
文化 15（1818）年に作られた鬼死骸村絵図には　人数四百
三人　男弐百拾弐人　女百九拾壹人　と詳しい記述があり
ますので人口 400人程の村が実在したことは明らかです。
　その昔、鬼とされていたのは蝦夷（えみし）のリーダーで、
達谷窟（たっこくのいわや）を拠点としていたと伝わる悪路
王（あくろおう）が有名です。
　大武丸はその弟で、大武丸の息子が江刺で討たれた人首
丸（ひとかべまる）とされています。江刺には人首川の名前
が残っています。これらは実在した人物ではなく伝説上の
人物と考えた方がよさそうです。
　「丸」は子供の名前につけるもので、元服後になっても
「丸」がつく人は悪い人という意味になります。盗賊の名前
にはよく「丸」がついています。
　
　一関六芒星（ろくぼうせい）がパワースポットとして注目
されているようです。六つのスポットは、前に述べた鹿島神
社と達谷窟毘沙門堂、それに中尊寺、舞草神社、滝神社、三嶋
神社で、六芒星を構成する六つの寺社には共通して信仰の
対象となった巨岩があるとのことです。六芒星に囲まれた
その中心に配志和（はいしわ）神社があります。
　配志和神社は、日本武尊（やまとたけるのみこと）が当地
に着陣した際に祠（ほこら）を建て火石輪（ほしわ）神社と名
付けたのが時代とともに名前が何度か変わり１０世紀に配
志和神社になったと言われています。それぞれの経緯の真
偽はともかくいずれも相当古い時代からあった寺社群であ
ることは間違いありません。
　六芒星はかごの網目の模様なので籠目紋（かごめもん）と
呼ばれ、目が沢山あるように見えます。
　古来、物の怪、邪気、悪霊といった悪いものは沢山の目で
凝視されることを嫌うと考えられていたようで、籠目模様
のお札を玄関先に貼るという風習もありました。
　不可解な歌詞で有名な「かごめかごめ」ですが、一説に「か
ごめ」は六芒星（ダビデの星）のマークで、かごの中のトリは
最後に出てくる救世主だとか。
　一関市室根町にある霊峰室根山は古来「鬼首山（おにこう
べさん）」と呼ばれ、この山に住む鬼たちが里に降りて悪さ
をするので朝廷に頼んで征伐してもらったという話が伝
わっています。また、一関市には鬼吉（おによし）という地名

もあります。鬼に因んだ地名が多い地域なのかも知れませ
ん。
　一方、鬼死骸村は元 「々おにしがい」に近い音を持った地
名だったため「鬼死骸」の字が当てられたとする説もありま
す。
　仙台藩が領内の村々の様子を把握するためにまとめた安
永風土記には、鬼死骸村という名前は、田村麻呂将軍が賊の
大武丸を退治し死骸を埋めたことからその名前が生まれた
と記述されています。もともとは吾勝郷（あかつごう）とい
う地名だったようです。
　
　眞瀧村誌に鬼石が出てきます。
　鹿島神社下、今水田中ニアル大石ニシテ、俗ニ之ヲ鬼石ト
称ス。其ノ南方約一町余、牧澤水田中ニアルモノヲ「あばら
石」ト云フ。とあり、鬼石とあばら石が別々にあると記され
ています。
　また、鬼死骸邑の項目には、鬼石…埋大武丸ノ屍處。アバ
ラ石　隔鬼石一町許在田中…とあり、大武丸の死骸は鬼石
の下に埋められたということのようです。
　しからば、アバラ石とはなんでしょうか。実は名前がつい
ていて兜石（かぶといし）２個、肋岩（あばらいし）１個、背骨
石１個からなる４つの大石群です。首以外はここに埋めた
と思いたくなるような名前です。
　石材ハ花崗岩ナルヲ以テ、之ヲ珍重シ、十数年前、他ニ運
搬シテ用ヒラレ、今ハ名石タル鬼死骸石トアバラ石ノミ存
セリ。とあり、多くの石が散在していたようですが、石材と
して活用されたため鬼死骸石とアバラ石だけが残ったとい
うことのようです。これらは気味が悪くて石材として活用
する気にならなかったか、あるいは災いを恐れて手が出せ
なかったのでしょう。
　アバラと言えば骨を連想しますが、古い時代には「散在す
る」という意味で「アバラなり」と言っていましたので、石が
散らばっていただけのアバラだったのではないでしょう
か。それを骨と誤解した可能性は大いにあり得ます。
　さらに、鬼死骸城という記述があり、在鬼死骸村、葛西御
家住小岩伊賀守之居城　天正十八年八月設城　と鬼死骸村
に鬼死骸城という居城があったことが分かります。絶対に
住みたくないような名前です。
　一関六芒星のエリアは花崗岩などが豊富で石の数ほど伝
説が残っていると言ってもいいでしょう。石にまつわる伝
説をじっくり味わいたいところです。
　鬼の研究者の見解では、鬼は３つに分類されるそうです。
１つ目は、妖怪としての鬼です。これは分かりやすい鬼で
す。２つ目は、霊としての鬼です。平安時代には人間が死ん
で霊になることによって「鬼」と呼ばれる存在になると考え
ていたようです。３つ目は、神としての鬼です。豊かな自然
を守る鬼は神でもあるということでしょうか。

（専務理事　吉田茂）

（鬼死骸村）

産業廃棄物収集運搬（廃タイヤ・建設廃材・解体廃材・オフィスごみ）
一般廃棄物収集運搬（紫波町・矢巾町・盛岡市・滝沢市・雫石町）

〒028-3441　紫波町上平沢字川原田177-1
TEL 019-673-7874　　FAX 019-673-7875
https://www.iwate-takasho.com/

有限会社タカショウ 代表取締役　髙橋　譲

〒020-0811 盛岡市川目町20番15号

一般建設業 ●とび・土工工事業　●解体工事業
産業廃棄物収集運搬業 許可番号：岩手県知事許可（般-30）第20572号

TEL 019－656－9730 FAX 019－656－9731

佐々智工建株式会社
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で霊になることによって「鬼」と呼ばれる存在になると考え
ていたようです。３つ目は、神としての鬼です。豊かな自然
を守る鬼は神でもあるということでしょうか。

（専務理事　吉田茂）

（鬼死骸村）
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倫  理  綱  領
　公益社団法人全国産業資源循環連合会正会員協会に所属する会員（産業廃
棄物処理業許可業者）は、産業廃棄物の適正処理を推進することにより、
生活環境の保全と公衆衛生の向上を図ることが使命である

一 会員は、法令及び法令に基づく行政の指導事項を遵守し、環境保全の
ため社会的良識をもって行動する

一　会員は、法令、実務に精通するよう研鑽をつみ、資質の向上に努める

一　会員は、環境保全を担う企業として安全性に配慮し、次の指針に基づ
き経営にあたらなければならない

（一）産業廃棄物処理業許可業者は、適正処理の推進のための技術並びに
経営サービスの向上に不断に努める

（二）産業廃棄物処理業許可業者は、適正な価格を維持し、市場の健全化
に努めなければならない

一　会員は、排出事業者はもとより、行政、関係団体、地域住民と広く
コミュニケーションを行い、環境に関する情報を積極的かつ公正に
開示し、社会の理解と信頼を高めるように努めなければならない

一　会員は、暴力団等及びその関係者を排除し、断固とした姿勢で対応する

　公益社団法人全国産業資源循環連合会及び各正会員協会は、不法投棄等
不適正処理が発生しないよう未然防止、啓発、教育に努めなければならない

公益社団法人 全国産業資源循環連合会

平成15年５月20日制定 社団法人全国産業廃棄物連合会（制定当時）
平成30年４月１日 公益社団法人全国産業資源循環連合会に名称変更



Reduce

Reuse

Recycle

～循環型地域社会の形成に向けて～

産業廃棄物の
適正処理のために

［令和4年8月作成］［令和4年8月作成］

岩手県岩手県

不法投棄は通報を！

または、最寄りの 各広域振興局、各保健福祉環境センターへ お問い合わせ下さい。

マニフェスト等の相談
（一社）岩手県産業資源循環協会
〒020－0023　盛岡市内丸16－15　内丸ビル5F

※産業廃棄物の相談についても、上記へお問い合わせください。

TEL 019－625－2201、2203  FAX 019ー624－1920

廃棄物処理センター

（一財）クリーンいわて事業団　いわてクリーンセンター
〒023－1101　奥州市江刺岩谷堂字大沢田113
TEL 0197－35－6700  FAX 0197ー35－7776
いわて県北クリーン（株）　いわて第2クリーンセンター
〒028－6505　九戸郡九戸村大字江刺家第20地割48－34
TEL 0195－42－4085  FAX 0195ー42－4550

〒020－0023　盛岡市内丸11－1

1019－629－6563

〒025－0075　花巻市花城町1－41

10198－41－5405

〒023－0053　奥州市水沢大手町5－5

10197－48－2422

〒021－8503　一関市竹山町7－5

10191－26－1412

〒026－0043　釜石市新町6－50

10193－27－5523
〒027－0072　宮古市五月町1－20

10193－64－2218

〒022－8502　大船渡市猪川町字前田6－1

10192－22－9814
〒028－8042　久慈市八日町1－1

10194－66－9681

〒028－6103　二戸市石切所字荷渡6－3

編集：（一社）岩手県産業資源循環協会

発行：岩手県環境生活部資源循環推進課
〈TEL〉 019－629－5366　〈FAX〉 019－629－5369

〈URL〉 https://www.pref.iwate.jp

10195－23－9219

盛岡広域振興局（環境衛生課）

花巻保健福祉環境センター（環境衛生課）

県南広域振興局（環境衛生課）

一関保健福祉環境センター（環境衛生課）

沿岸広域振興局（環境衛生課） 宮古保健福祉環境センター（環境衛生課）

大船渡保健福祉環境センター（環境衛生課） 県北広域振興局（環境衛生課）

二戸保健福祉環境センター（環境衛生課）

●不法投棄を見かけた方は、不法投棄者の特徴や車両のナンバー、場所、種類などを通報してください。
●不法投棄された廃棄物は現状のまま通報してください。

岩手県  環境生活部  資源循環推進課　〒020－8570　盛岡市内丸10－1
TEL 019－629－5366、5388  FAX 019ー629－5369

盛岡市  環境部  廃棄物対策課　〒020－8531　盛岡市若園町2－18
TEL 019－651－4111（代表）  FAX 019ー626－4153

通
報 

・

連
絡
先

盛岡市内に
関することの
通報・連絡は
こちらへ

H31.4.1（一社）岩手県産業廃棄物協会から名称を変更しました
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特集

法人名変更後　第3号
産業廃棄物協会改め、産業資源循環協会に
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県北支部特集
【産業廃棄物処理業者対象】令和4年度政府支援策一覧


